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＜新患情報＞
月曜新患

○西舘　政幸　様　(にしだて　まさゆき)（87）男性
　現在、おいらせ町にて息子夫婦と同居している(2世帯住宅で､食事のみ一緒)｡

　H22年5月に妻が死去｡その後より､同じ事を何度も確認することや、話を理解できない事等、認知機能の低下が認められた。H24年頃より、認知機能の低下が進行し、食事ととったことを忘れて｢ご飯は？｣と確認することや、仏壇にあげていたお菓子を全部食べてしまう等の行動が見られていた。また、息子の嫁が本人の行動を指摘すると、怒ってしまうことがあり、以前よりも怒りっぽくなったと家族は感じていた。ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽを利用する際に、鞄の中に必要の無いものを詰め込んで持っていくことがあった。

H25年に入り､夜間眠らないことが多くなり、夜中に押し入れの物を出したり入れたりを繰り返すことや、一時間に3～4回程ﾄｲﾚに行くことがあった。その後、息子が本人の部屋にﾓﾆﾀｰをつけ確認するようになり、立ちながら眠っている様子が映っていた。夜間は殆ど不眠で経過し､日中は傾眠傾向で、食事をとりながら眠ってしまうこともあった。家族が脳の異常ではないかと心配し、H25年7月頃に八戸西脳神経ｸﾘﾆｯｸを受診。MRI検査を実施するが、｢たいしたことはない｣と説明を受けていた｡H25年8月に入り、夜､ソファの上にある座布団を見て｢動いている｣と話すことがあり､幻視様の発言が見られていた。排泄は夜間のみｵﾑﾂを着用し、日中は自分でﾄｲﾚに行くことが出来ている。食欲低下は無く､3食とることができている。

　今回､デイサービス職員に当センターを勧められ、相談に至る。家族としては、認知症の鑑別診断と、昼夜逆転の改善を望んでいる。

○大村　忠男　様　（おおむら　ただお）（65）男性
現在、階上町にて妻と2人で生活している。

2年前より、物を探すことが多くなり、免許証を落とす事が続いていた。免許証を落として、届いている連絡を受けても、「持っている」と話すことがある等、取り繕うことがあった。また、車のハンドルを握って、「何で動かないんだ？」と話すことがあり、エンジンをかけていない事があった。妻が指摘をすると「わかってるよ！お前に言われなくても！」と易怒的となっていた。また、最近は無表情でいることが多く、食事を一品ずつ食べるようになっていた。食事をとると直ぐ眠ってしまうことや、妻が本人に対して「昨日何食べた？」と質問をすると答えられず、怒ることがあった。夕方にはテレビを見ることが習慣となっていたが、テレビも見ず、ウトウトとすることが多くなっていた。H25年8月に入り、本人が老齢年金の申請の為、役場へ行った際に、自分の名前や住所を書く事が出来なかったことがあり、その後、役場の方が自宅を訪問し、本人の様子について説明を受け、当センターを紹介されたとのこと。元来、記憶力の良い方であったため、妻自身も「私はまだ受け止められない」と話しており、病院受診を本人に促すことも時間がかかるかもしれないと話す。鑑別診断を希望している。

火曜新患

○古川　はるか　様（22）女性
五戸町にて出生。地元の小・中学校を卒業し、五戸高校[普通科]へ進学。学生時代より、教師からの指示に対し的確に行うことが出来ず、指導を受けることが度々あった。同校を卒業後は盛岡市にある北日本ハイテクニカルクッキングカレッジ(高度製菓衛生師課；2年制)へ進学し、卒業。卒業後は三沢市のケーキ屋(製造)に勤務するが、1年も経たないうちに退職。その後八戸市のケーキ屋(製造)にて勤務しているが、1年も経たずに退職。いずれの職場でも、上司の言われたとおりに物事を進めることが出来ず、指摘を受けることが度々あった。H25年1月頃より、3箇所目の就職先として、八戸市内のケーキ屋に勤務(8ヶ月目)。現職場でも、上司の言われたことが一度で理解できないことや、指示通りの作業を行う事が出来ないことについて指摘を受けている。また、職場の上司より「発達障害ではないか」「アダルトチルドレンではないか」と言われ、鑑別を希望し、当院への受診相談に至っている。

※本人が18歳の頃(高校卒業あたり)で両親が離婚。以後母と二人暮らしとなっている。親の離婚後、更に要領が悪くなり、指摘されることが増えている為、親の離婚が今の状態に関係しているのか知りたいと考えている。
